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• -.  '  雪彦山の景勝をなナ一分子として植物を観察するに
も、植物地理の方面主り之を研究ナるにし山腹以の
樹林帯〈喬木、潜水、 M 木の別等〉と上宮市の崇石帯と
の各方商に豆り汎〈之を踏査して犠櫨類、数量、共発
育及生想、常緑澗葉樹と落葉澗葉樹" " 針葉樹との割合
山林の下寧、走号石上の小糠木. 草本の種類及生態を明
かにナるを必要とすれば今は其時日な< " 僅に昨日登山
路に治ふて植物調査上の経験なき一村民の採集したる
法石地帯の植物を見、ァド本の顕著なる志のにつき其知
る所を開きたるに止まれば之を材料としたる記述は、
英真相を伝ふるに足らざれE 色なほ英一涯を知るに
足ちん。唱司聞甲田ー帆欄糊臨符? で ケナ
6 山腹の下部には栽植せる杉の外にはカシ類〈近畿に

1 産する過4 ' アラ、ウラジロ、ツクパ. . f ，アカガシを有
ーナる色のの如し〉シヒ類共他の常緑i箇葉樹多〈、数種
のカへデ類， " 共他の落葉雑木を混すも上部にはサク
ラ類、モミ、ツ方戸、ネヅの針葉樹に交ふるに若干の落
葉潤薬樹を以てす。 i撞木若しくは泌木状をなナ. かく
へて上部の崇石帯に移行ナ。此院にキサ、ゲの多設を存
ナるは邦内共比を見やと伝主、、我等比種植物の所々に
散在するを以て見て自生なりと見倣したるの諜b ざる
を知るなり。一一一二一一二会曹竺竺4単国国圃園白崎- 司・..  ・同
イハカ tI ミJ アケポノツツジ， ，ヒカグツツf ) ' ，"ホツ
ツジ. イノ、ナシV オホノミシヤグナグ、ミヤマシキ
ミ. キハギ、ナユィキンナナカマド、ツクパキJ ツタ
ウルシ，'. l}-/、ギクf、イナモ F サゥよ
ミヤy " y 、ョナ， : : r ノマノタツナミサウよミグタビラ
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ー上につき地理的分布より之を考察ナるに、大体に路

ナシ等霊長地位植物の標高此程度の山地に生すもるは近畿
中国に於ける山地. 題例なれE 本州中部に比して考ふれー v  

ば珍とナるに足る。又かクパネ j ヨタユワタリは中国
を以て南限とナる一一・分布は多少注意をひくに足る。‘
アケポノツツタj ヒカグツツ夕、オホパシヤグナグ . 4 a .
y しジ品ギグイイナモ q サ九: : r ノマノタツナミサ守f
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オホパチドメ:" ! 7 'サJ ィハヤナギシダ等援地位植物を有
するは注意すぺ〈就中J アケポノツツタは四国. 九州
にある色本弁lには兵例を見ざるものありイ〈首を見た‘
るのみで其他を見ざれば断言する官置は玄れl:n 播州に
は毛チツツジあり、媛地位植物分布し赤穂の海岸には
菜種類に富み発育上ろじきを以て夙に天然記念物たる
生局あれ隣接せる揖保郡には支那中国以南に産する
= ヤスノ当を産し、暖地位植物として形態の奇に分布
乏しきを以でく伊勢にて〉天然記念物となれる。ムカ
デラシのあるあり， ) } ウキウヨザグラあ 9，又治海地
方にはノヂギグあるを見れば雪彦麓放の地帯を精査せ
ば意外のものなしとせざるぺし。
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〈謎〉 との稿は国代の古磁にあたり母佼福島師範学校 i う場合が多く時には既往の資料を互に比絞し又之を総
同窓会よりの祝賀に対して答えたる富己の植物研究業| 括ナる。植物採集は北は樺太より南は沖縄に及び朝峠
蹟の概要であります。との被告文は他日固有臼本植物| に忠一寸行きました。本土以南は陰岐、佐渡を除きて
地理研究史の準備資料として記録しおいた色のであり| 一通 hまわC て分布根本を得る ζとを心掛けている。

4 私のやった仕事は植物の採集及び之が処理に閉する| 整理して根本莞爾先生にあげたが共後の色のは注意ナー
ζと、共併究調査に関ナる ζとである。比両者は相伴 lペきは之を分ちて根本先生にあげ多くは東京科学博物
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